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 有機半導体結晶は、軽く柔軟性のある有機 EL などへの応用が展開され、次世代のエレクトロニ

クスの根幹を担う材料物質となることが期待されている。しかしながらこのような技術進歩の一

方で、これらのデバイスの動作原理の根本を担う有機半導体の電荷輸送機構は、多体相互作用に

極めて強い影響を受けるその複雑さから微視的な理解が不十分な中、手探りの応用研究が続けら

れている。これら有機半導体結晶においては、電子と格子振動（Phonon）相互作用はもとより、

分子結晶特有の自由度である「電子-分子振動相互作用」の影響が極めて顕著に現れることが指摘

されており、基礎的な電子構造の解明に加え、これらの多体相互作用の詳細な理解を進めること

により、応用研究に適切なガイドラインを提供することができると考えられる。 

 本研究では有機結晶の中でも高い電荷移動度を示すルブレン単結晶[1-3]（Fig. 1a,b 参照）に

着目し、主に角度分解光電子分光（ARPES）を用いて、そのバンド構造の詳細を評価するとともに、

電子-分子振動相互作用[4,5]による電子構造の変調とその異方性を明らかにするための実験を行

った。発表では、これ

まで明らかにされてい

なかったルブレン単結

晶の３次元的なバンド

構造と、電子-分子振動

相互作用の異方性／等

方性を可視化するため

の広域でのバンド分散

測定など（Fig. 1c 参

照）について議論す

る予定である。 
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Fig. 1: (a) Crystal structure of rubrene, (b)The surface Brillouin zone of rubrene 
crystal for bc-plane, (c) Azimuth angle (φ) dependence of ARPES data for the 
HOMO orbital-derived band (second derivative plots). 
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